
私達は技術部で小規模な農業を行っている
のですが、やっている中で耕うんや除草な
ど大変だと思う作業がいくつかあり、実際
に農業を仕事としている技術部員の祖父母
に聞いても、このようなことが大変だとっ
ていたらしいです。
これは今の農業人口減少にもつながってい
ると思います。私達は農業をもっと簡単に
できないかと考えました。この研究では、
「めんどくさがり屋さん」でも農業を行え
るような、「全自動農業システム」の開発
を目標としています。このポスターではそ
の一部である電気での除草の自動化につい
て紹介します。

■ 畑に草が生えすぎている
 → 草取りが大変！草刈りを自動化したい。
　  ロボットは電気で動くので、電気で草刈　
　  りもできないだろうか。

■ 抜いても抜いても生えてくる
 → 電気での除草によって草の伸びが遅くな
     るのではないか。

方法

■ 電気を用いた除草の実験
・はじめ高電圧コイルを用いて実験を行おう
と考えましたが、高圧電流の制御が安全にう
まくいかなかったため、市販の電子ライター
を流用し実験を行いました。この電子ライタ
ーは二つの電極の間で高電圧による空中放電
を発生させ植物を焼き切ることができます。
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はじめに

電気を用いた除草で農業における草取り
の負担を減らしたい

研究の目的

結果

地面が固い！ 雑草沢山！

■ 除草ロボットの制作
・AIカメラであるHuskylensを搭載したロボ
ットの制作を行いました。AIカメラは草と作
物を見分けるために用いました。このAIカメ
ラは画像を覚えさせることで、それに応じた
ロボットの動きを操作することができます。
・ロボットがうまく動くかどうか、技術部の
畑で実験しました。

これまでの技術部も活動で学んだノハウ
ウを活かして、めんどくさがり屋さんで
も農業ができるようなシステムの作成を

目指して、研究を進めていきます。

まとめ

■ 高電圧による除草は、生えている種類に　
　よっては効果的である可能性が分かりま
　した。
■手動と放電で、除草後の草の伸びはあま　
　りわかりませんでした。
■AIによる、作物と雑草の判別は、市販の
　AIカメラを用いるだけでは難しいことが
　わかりました。AIのプログラムが行えれ
　ば、判別できるかも知れません。

・放電による除草にかかる時間が雑草の種類
によって異なるのかを調べました。メヒシバ
やエノコログサなどのイネ科の草と、タンポ
ポやヒメムカシヨモギなどのキク科の草のそ
れぞれの除草にかかる時間の平均値を比較し
ました（表１）。
　すると、イネ科は平均約38秒、キク科は平
均約54秒と、キク科の植物の方が時間がかか
りました。これは、双子用類であるキク科の
植物の方が茎が太く、さらに水分が多量に含
まれていたため、時間がかかったのと考えら
れます。
・手動と放電で、除草３週間後の草の伸びに
どのくらい違いがあるかを実験しましたが、
違いは見られませんでした。（表２）

■電気を用いた除草実験の結果
・Huskylensを用いたロボットを制御するプ
ログラムを作るのはとても難しいことがわか
りました。なぜならば、AIカメラは、色や形
を総合して種類を識別するため、雑草と作物
の見分けがつきにくいからです。
・市販のAIカメラをそのまま使っているの
で、AIが判別するためのプログラムを自分た
ちで行えれば改良できるかもしれません。

■ AIを用いたロボットの全自動制御の試み

腰が痛い！ 草抜き大変！

表１　除草にかかる時間 表２ 3週間後  
       の草の伸び


